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はじめに 

 わが国では、高度経済成長期に集中的に公共施設などの社会資本を整備して

おり、現在これらの老朽化が急速に進行しつつあり、今後どのように維持更新

していくのか、また、厳しい財政状況の中でどのように費用を捻出していくの

かが喫緊の課題となっています。 

 本市においても、社会的需要や市民サービスの向上を図るため、学校施設、

文化施設、福祉施設など様々な公共施設を整備してきました。これらの公共施

設の多くは、建設から３０年以上経過し老朽化の進行による機能の低下などの

課題を抱えており、近い将来、施設の改修や更新に要する費用が市の財政運営

に大きな負担となることが予想されます。 

 また、人口減少や少子高齢化の進行、さらには広域合併による環境の変化な

どに伴い、施設の利用状況やニーズも変化しており、設置当初想定していた規

模や機能などが実態に即さない状況が見込まれます。 

 こうした状況下、国は各地方公共団体に対して、長期的な視点から、地方公

共団体が所有する全施設を対象に更新・統廃合・長寿命化などを円滑に進め、

財政負担の軽減・平準化を図るための計画策定を求めています。 

 このような情勢の中で、公共施設の最適化に向けた取組みを効果的、効率的

に進めていくために、まず公共施設に関する現状把握と課題整理を行い、ここ

に『久留米市公共施設白書』として作成しました。 

 この公共施設白書により、市民の皆様と久留米市の公共施設の現状について

認識を共有する中で、総合的な視点から今後の公共施設のあり方について検討

を重ね、課題解消に向けた取組みを計画的に進めていきたいと思います。 

キラリ輝く久留米の未来に向け、時代に即した良質な公共サービスを提供し

続けられるよう、これからも皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

久留米市長  楢 原 利 則
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